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『施設を見る会』が、 11月4目、 13日と17日目3日

問、それぞれコースをかえて開憶されました。

これは、市内の公共施設などを市民の皆さんに見て

いただき、市政について理解を課めていただくために

行われているものです。

11月17日には、 38人の書加者が、浄水管理センター、

マルチメディア情報センター(霊称 メディアランド

UEDA)、清浄園(し尿処理施設・よ団地域広域行政

事務組合)を見学。また、技術研修センタ では、加

藤助役を主えて懇談が行われました。

この施短を見る金は、毎年、春と秋に開催していま

す(開催日とコ スは、事前に広報うえだでお知らぜ

をしています)。

マ問い合わせ槌書課 (003435)

一一一人口/122.310人 (+911 男/60.057人(+46) 食 /62.253人 (+4回世帯/4日89(+9~リ
外国人登録者数/2.5四人(+97) 現/1.451人 (+50] 女/L148人 (+4]) 【)は前月比
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明
和

a年
別
所
院
内
に
主
人
を
訪

ね
た
調
下
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忠
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土
史
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佐
え
の

人
)
は
、

『此
処
に
温
泉
三
つ
揮
さ
出
る
、

の浴‘j リわ
ひす、。ゆ

るる家、百る
が暗居王姓 大
え固か家師
るのずと靖
(掠か 埠
中人 ず 小 こ
略群あ屋が
て集 'Jど埠

L 、立

賢量Z孟ち石
筆浴?車交埠
な衣Lにじな

、、

る
・
』
と
街
市
町
加
し
」
(
『
塩
田
の
喧

掌
』
)と

、
驚
い
て
い
ま
す
。
敬
忠
(
の

日
た
だ
)
が
こ
こ
で
言
う
「
靖
小
屋
」

ど
は
、
個
人
の
家
に
付
属
す
る
浴
場

の
よ
う
で
、
宜
人
宅
に
も
そ
れ
が
あ

リ
敬
忠
を
迎
え
て
家
人
が
「
漕
小
屋
」

を
滑
降
し
て
い
ま
す
。
こ
の
「
埠
小

屋
」
を
持
つ
家
が
や
が
て
旅
館
を
経

営
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

敬
車
が
友
人
町
家
へ
来
た
道
は
、

今
の
将
軍
閣
僚
か
」
ワ
常
楽
寺
へ
向
か
う

遭
を
し
ば
」
っ
く
行
き
、
仁
王
堂
跡
を

左
へ
折
れ
院
内
車
町
を
通
っ
て
北
向

観
昔
前
に
出
た
も
の
と
旦
わ
れ
ま
す
。

普
は
泉
町
が
表
通
リ
だ
っ
た
か

」ワで

す，。
明
治
時
代
町
車
町
に
は
村
役
場
、

警
察
分
署
、
馬
車
町
発
着
所
、
医
院

な
ど
が
あ
リ
別
所
村
の
中
心
部
で
し

た
。
し
か

L
、
明
治
の
求
に
新
進

(
県
喧
別
所
丸
子
膿
)
が
出
来
て
か

ら
は
車
町
は
車
週
リ
に
変
わ
っ
て
し

国
保
税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

保
険
匝
は
国
保
連
首
の
た
め
の
貴
重
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
の
医
療
費
や
出
産
育
児
一
時
金
、
葬
革
質
な
ど
の
給
付
に
あ
て

ら
れ
る
も
の
で
す
。

ロ
月
は
l
年
目
締
め
く
く
り
で
す
ロ
納
め
忘
れ
の
か
た
、
都
合
で
未

納
と
な
う
て
い
る
か
た
、
ぜ
ひ
今
月
は
都
合
し
て
納
め
ま
し
?
っ
。

国
保
の
保
険
税
は
、
加
入
資
格
が
で
き
た
と
き
か
ら
限
盟
さ
れ
ま
す
。

3
年
前
ま
で
さ
か
白
ぼ
り
ま
す
白
で
、
肌
人
や
脱
過
の
手
続
き
は
す
み

や
か
に
届
け
出
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
う
し
て
医
療
費
は
増
え
る
の
?

.
国
保
加
入
者
の
高
齢
化

国
民
健
印
刷
慌
険
の
加
入
者
の
中
に
、
中
高
年
齢
摘
が
噌
え
て
く
る
と

ほ
療
盟
は
哨
加
し
ま
す
。
例
え
ば
、
上
田
市
白
平
成

4
年
四
老
人
保
健

骸
当
者
は

7
、
4
3
7
人
で
し
た
が
、
平
成

9
年

4
月
に
は
、

1
0
、
3

3
4人
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
-
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、

8
年
度
で

一
般
が

1
7
2
、
9
6
5円
で
あ
る
の
に
対
し
、
老
人
保
健
該
当
者
は

6
1
6、
0
4
2円
と

3
・
6
倍
に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
口
白
高
齢
化

に
よ
る
医
療
費
へ
の
影
響
は
、
今
桂
町
大
き
な
諌
題
と
な
り
ま
す
。

-
医
聾
技
衛
の
進
事

医
療
技
術
は
ど
ん
ど
ん
進
歩
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
治
療
で
き
な
か
っ

た
病
気
も
治
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
医
学
の
進
歩
、
高
度
な
治

療
技
衛
の
開
発
が
保
険
適
川
の
治
療
と
し
て
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な

勺

た
た
め
、
医
療
費
が
地
え
る
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

.5健会計が支払う医.費とその財車
{平成9年度 ・よ図市}
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ま
い
ま
し
た
。

そ
の
新
進
を
大
正

5
年
夏
、
有
am

武
郎

(
8
7
8
1
q
2
3
0
小

説
家
)
は
文
と
共
に
馬
車
で
や
っ
て

来
ま
し
た
。
同
日
ほ
ど
前
に
委
金
亡

く
し
傷
心
の
身
を
温
泉
で
い
や
す
た

め
で
し
た
。
披
は
「
珪
染
川
ど
い
ふ

小
説
を
中
に
挟
ん
で
立
ち
連
な
っ
た

M
A
ご

旅
龍
」
と
、
裕
子
戸
の
入
ロ
に
掛
け

か
川
河
め
ん
ど
ん

勺
れ
た
屋
号
入
リ
の
掛
行
躍
の
こ
と

を

『信
溝
日
記
』
に
印
象
埠
く
書
い

て
い
ま
す
。
大
正
初
期
の
別
所
に
は

江
戸
の
噴
を
思
わ
せ
る
温
泉
情
緒
が

あ
っ
た
の
で
し
た
。

北
原
白
秋

(
8
8
5
1
q
a

2
0
詩
人
歌
人
)
が
北
向
観
音
の

桂
馬
を
凹
首
ほ
ど
の
短
歌
に
詠
ん
だ

の
は
大
正
げ
年
の
春
の
こ
ど
で
し
た
。

今
も
境
内
町
仁
王
堂
に
は
櫨
が
見
た

大
き
な
睦
馬
が
あ
リ
ま
す
。
馬
の
歌

を
叩
首
も
生
ん
だ
貴
重
な
文
化
財
で

す。母
が
目
を
離
れ
つ
つ
遣
し
仔
の
馬
は

e
'
e
可
里

薄
の
あ
か
き
穂
に
か
く
れ
た
リ

白
秋

(
平
野
勝
重
)

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
?

-
交
通
事
故
に
よ
り
ケ
ガ
を
し
た
場
合
で
も
、
樟
険
証
は
憧
一一え
ま
す
。

た
だ
し
、
使
っ
た
場
合
に
は
必
ず
国
保
部
に
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
警
察
へ
白
届
け
出
も
忘
れ
ず
に
/

〔届
け
出
白

前
に
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
)

-
医
療
費
負
担
は
加
害
者
の
責
任

交
通
事
故
に
よ
り
ケ
ガ
を
し
た
場
合
の
医
療
告
は
、
原
則
と
し
て
加

害
者
が
負
但
す
る
も
白
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
保
険
証
を
使
っ
た
場
合

国
保
が
医
療
貨
を
一
時
的
に
立
て
替
え
、
そ
の
八
万
を
後
か
ら
加
害
者
に

請
求
す
る
事
に
な
り
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

国
保
年
金
謀
(
岡
高
砂

5
1
1
8)

今年も冬将軍のやってくる季節となりま Lたo 各の雪道・凍

結路をよ り安全に、より快適に通行できるように上岡市では次

のとおり除雪 ・融官剤 (塩化カルンウム〕散布作業を実施して

います。これを書考にして安全運転でお願いします。

.冬期の道路状iR

冬用jは雨が降っても、 宮が降っても夜間や早朝になると気祖

が下がり、道路而は凍結します。iWった路面では 「刈 も 「車」

も滑りやすくなり、スリップによる事故が多くなります。4朗

自路面管理には 「除苫Jr融13剤散市Jの作業があります。

・除雪 ・融雪剤散布作草

市では主要な道路や峠道を中心に次回要領で除雪 ・融雪/ilJ散

布作業を実施しています。なお、除1t・融雪剤散布指定路線図

は、市役所土木課と組旺l・川西・豊殿の各支所に掲示してあり

ます。

江除']'作業は、積雪が10センチメートル (峠道では5センチメー

トル)を越えるときに出動します。

②融雪剤散布は、路市が凍結しているときや在間凍結の恐れが

あるときに作業に出勤します。

融雪剤が車に付着すると錆びるので、早めに洗い流して

くださL、。

なお、融雪剤は一度氷と反t、して溶けると、水といっしょ

に流れてしまい、融雪効果がなくなります。また、氷点下

1O"C以下になると融雪効果が落ちて Lまいます。

融雪剤l融市は指定された道路を実施しています。

融雪弗lを積んだままにすると、機械を錆び付かせますの

で、作業四帰り道に指定された道路以外も散布することが

反主主主丸史実現忽懇悲恋笈毘度ど主乏匁乏ふ乏ゑ懇患llX
i 布することはできません。._.. .-.. ".-. ... .-.. ..-.;; .-.-.. .-.-.. ...-.. .._.. 

③除雪担当者は、常に天気予報を聞きながら出動準備をしてい

ます。また除雪 ・融冨剤散布をする運転手も、朝由通勤、通

学に間に合わせるため、早朝から作業をしていますが、作業

を完了させるには時聞がかかります。ご了承くださ L、。

.冬期道路通行についてのお願い

①市内の道路白すべてを除雪 ・融雪剤散布することは、迎転手

白人数、機械の台数等により困難です。地区内の道路や歩道

笠公態憲二島虫記ぷ辺調易投慧ゑゑ主昆治会笠玄怠良心
ム主玄Lなお、融雪剤は自治会を過して配布していますので、

必要な自治会は、土木梨応急工事保 (1Il!ゆ2134)へお問

い合わせください

②積雪 ・凍結路においては、スタッドレスタイヤ白早め但はき

替え、タイヤチェ ノ等の防滑装置の早めの装着、時間に余

裕を持ってスピードを控え目にして安全運転でお願L、します。

③除雪 ・融雪剤散布lま大型機械を使用して作業をします由で、

路上駐車や路上に物を位かないようにお願いします。

マ問い合わせ土木製 (匝ゆ5126)

7 12. 広喜Fラ.A1i!9.【3】



情報

F農業用家屋/ごついでJ
図 闘用車庫 (倉庫など}には固定量産税が

醒税されないと聞いたことがありますが、本

当ですか。

園 側などの出向臣であって問、同1
定宜脱税の碑税対象となります。

以前にもご紹介したとおりそのま屈が次のような

聾件を泌たしていれば課税となります。

・楳覗封象となる要件

主義躍がある (土地に定者している)

Z屋恨および堕に顕するものがある

E外壁が3方向以上ある (外気との遮断性リがある)

基置については、コンクリー卜施工のものだけで

なくいわゆるポ y石 (脊石} が世われて上地にJi!(~

しているものも諜税対象となります。

また、床もいわゆる土1mのままで、コンクリート

などの仕上げがしてなくても先に上げた聾件にあて

はまると課後対象となります。

ただ、建舎 ・豚告専の宿舎や堆肥告等の軽融立農

業用宰尾は一般的に社会過去上草屋と Lて認められ

ないとJEえりれますので理院対象と伝りません。

同協に、ビニ ルハウスも且綴や外壁にピニ ル

等が佳周されており耐久性がないため家島として取

り担いません。温宅についても、昭希同l年に叫税萌

課長の判断基継が枕のとおり示されています。

基 礎 屋 根 外蟹 家屋の臨吾

あ り ガラス ガヲス O 

あ り ガヲス 合成樹脂鍍 O 

あ り ガラス ビニール x 

あ り 合威樹脂復 ガヲス O 

あ り 合成樹繍復 合成樹脂板 O 

あ り 合威樹脂緩 ビー " × 

あ り ビール ピー " 
x 

-Iltt .. 略面白E・II!"J・E・:-
| 玉子二ネ干「上面扇面示孟瓦瓦孟蚕寸

上田市の紹介や広報の内容も掲載/

URL http;/¥vww.city.ueda.nagano.jp 

勤
労
膏
少
年
ホ
ー
ム

1
月
開
鰐
講
座
へ
/

---
V
対
車

事
業
所
等
に
勤
務
の
お

歳
ま
で
の
勤
労
背
少
年

V
申
し
込

み

畳
講
料
を
添
え
ロ
月
H
日
嗣
3

日
日
出
ま
で
に
白
少
年
ホ

1
ム

(圃

@
7
1
1
7)
へ
。
担
額
で
も
受
け

( 

付
け
ま
す
。

マ

畳
付
時
間
午
睡

零
時
加
分

1
9時
{
日
曜
・
祝
日
は

仲
館
)

社交ダンス午後7陶"分-9時

その他...， 午後6崎"分-8時3問分

量鶴料 1500Pl.料用者'"・金貸 (20D門}

園敏各鼠座とも10岨
定員 (1&.) 社交ダンス男女各10名

その他の.....18名

.勤労青少年ホーム'月開陽IIJ!!

家屋として包定しなL、)

j京EのlfXグ麓LについτJ
図 今年の聞に自宅の帽を取惜したので

すが、二の編音は何か手続きが必要ですか。

園 平成附に取り壇さ枇細削減10年
度から固定貰産税が課税されなくなります。

物置に限らず所有する家屋(住宅 'r.!i舗 ・'Jl務所 ・

倉庫・事躍など)を取り減した場合は、お下散でも

市役所または豊殿 ・且田・川西の各支所にある 「家

屋取り壇し届出暫」を提出してくださ l、。

.問い合わせ 悦務轟 {園協511 5) 

x 家屋として飽定する(0 

ン
リ

1
ズ
粛

l
回
の

「新
た
な
地
域
づ
く
り
へ
」
の
中
で
お
知
り
せ
し
ま

し
た
と
お
り
、
上
田
地
域
広
域
迎
合
検
討
会
障
で
は
現
在
、

「広
域
迎
合
制

度
」
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
制
阻
の
恒
聾
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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• 
予防接種の委託医療機関追加のお知らせ

佃別予防接種(麻しん ・風しん・日本脳去三種混

合)の聾託医療機関として、こさとクリニック (古里

1927-6.11[臨H 111)が12月1F1から追加にな

りました。

b問い合わせ 健康推進眠{団理事8244)

{、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
/

創
造
館
の
イ
ベ
ン
ト
に

••• 
・
軍
刊
は
回
上
小
地
域
小
中
学
校
児
童

生
徒
絵
画
・

書
道
・
工
芸
展

上
小
地
凶
嶋
田
小

・
中
学
校
の
児
童

生
徒
の
作
品
を

一
世
に
展
示
し
ま
す
。

マ
と
き

ロ
月
初
日
出

1
来
年

1

月
日
日
刷
午
前

9
時

1
午
桂

5
時

(
ロ
月
羽
日
開
1
来
年

1
月
3
日
出

は

休

館

)

マ
入
場
料

無
料

-ニの丸1.2 圃貰拘762

dZ士E市高T1t1
-ーす2醐 剛 醐 飛 行

..∞ A2叩阿l 劃 44."∞P1，932-2211 

上田市民会館
催し

マスタプレイ
ミa ジカル

「孫悟空J公演

B

Y

 目

月

日

-
凧
展

日
州
上
聞
惜
悶
凧
を
川
崎
示
し
ま
す
。

マ
と
き

ロ
月
初
日
幽
1
来
年

1

月
日
日
附
午
前
9
時
6
3
午
桂
5
時

-
問
い
合
わ
せ

上
回
創
造
館
(
固

@
1
1
1
1
)
 

痴
ほ
う
相
談
会
開
催

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
/

••• 
ご
家
庭
で
痴
ほ
う
老
人
目
介
護
で

お
悩
み
白
か
た
、
ど
う
ぞ
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

マ
と
き

ロ
月
日
日
開
午
桂
l
時

剖
分

1
4時
加
分

マ
定
員

3
名

ま
で
マ
相
談
担
当
国
立
小
諸
療

昼
所
刷
婦
H
H
・
蝋
内
静
子
さ
ん

マ

問
い
合
わ
せ

中
央
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
倫
窃
4
1
2
6)

-材木町'.2-3

クランック室内演奏会
極楽アンサンプル

上国後谷丘高等学後

創斑舞踊現金筒棄褒

上田市文化会館

丸子町文化会館
クリスマス検画会
「もののけ姫J

サンテラスホール
園高w凹

JAY.WALK 
CONCERT -97 

続.映画企画
もののけ短

東部町文化会館

〈
新
た
に
創
設
さ
れ
た

広
域
行
政
制
度

「広
域
連
合
制
度
」
は
平
成
六
年

度
、
地
方
自
拍
法
の
改
正
に
伴
い
新

た
に
創
睦
さ
れ
た
広
域
行
政
体
制
制

置
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
書
冊
化
す
る
広
域

的
な
行
政
ニ
ー
ズ
へ
の
適
切
で
劫
格

的
な
対
応
と
、
国
や
県
が
行
っ
て
い

る
帯
務
な
ど
の
ご
搬
を
観
り
畳
け
る

体
制
を
藍
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
、
市
町
村
の
協
議
に
よ
っ
て

設
置
さ
れ
る
地
方
自
治
法
上
の
特
別

地
方
公
共
団
体
で
す
。

よ
り
高
い
実
効
性

住
民
に
は
直
接
舗
求
梅

広
域
迎
合
制
度
は
、
広
域
的
に
担

理
す
る
方
が
効
果
的
な
郁
萌
や
市
町

村
が
単
独
で
行
う
こ
と
が
躍
し
い
高

度
な
事
窃
を
、
斬
た
に
寵
定
す
る

「広
域
計
画
」
に
基
づ
き
、
市
町
村

同
士
が
迫
携

・
協
力
し
て
行
う
こ
と

に
よ
り
広
域
的
な
地
域
づ
く
り
を
し

て
い
-

こ
の
制
度
の
主
な
特
世
は
止
の
と

お
り
で
す
。

1
v高
い
実
効
性

広
域
迎
合
で
は
広

域
的
な
地
域
活
性
・
振
興
と
い
う

出
占
‘
に
立
勺
た

「広
域
計
画
」
を

市
町
村
と
十
分
に
協
議
し
た
上
で

輩
定
す
る
た
め
、
総
合
的
か
つ
計

画
的
な
事
務
処
理
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
広
域
間

闘
を
尊
重
し
て
市
町
村
は
事
務
処

理
を
行
う
e

、
と
に
な
り
一ま
す
の
で
、

制
両
は
実
効

h
を
持
つ
も
の
と
な

れー
'ee

・十，
。

Z
地
方
分
権
の
壷
け
皿

広
峻
迎
合

は
、
自
や
県
か
ら
直
接
事
務

・
僧

限
の
聾
任
が
畳
け
ら
れ
る
た
め
、

地
方
分
憎
の
畳
け
皿
と
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

島
住
民
多
加
聖
の
制
度

広
域
連
合

で
は
、
議

AEmu
-長
は
直
接
ま

た
は
間
接
の
遺
骨
φ

に
よ
り
置
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た
、
住
民

に
直
憧
請
求
の
間
求
織
が
与
え
ら

仇

H
e
a
サ
習
。

耳
財
政
的
な
優
遇
錆
置
広
域
迎
合

世
立
時
の
立
ち
上
げ
経
費
の
補
て

ん
や
広
域
計
画
に
基
づ
く
郁
車
に

対
す
る
財
政
的
な
恒
遇
措
置
が
畳

け
-
り
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
広
峻
連
合
制
度
は
、
広

域
計
画
の
聾
効
性
を
高
め
た
り
、
住

民
書
加
の
制
度
化
な
ど
が
特
置
で
あ

り
、
現
在
の
広
域
行
政
務
萌
総
合
の

問
題
占
を
解
消
す
る
た
め
の
制
度
と

い
え
ま
す
。

よ
り
広
域
的
に

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
も

苧』れ
か
ら
の
魅
力
的
で
住
み
良
い

地
峻
づ
く
り
を
堪
め
て
い
く
に
は
、

市
町
村
で
の
闘
機
的
な
取
り
組
み
は

も
と
よ
り
、
そ
の
仲
を
越
え
、
広
域

的
に
地
域
理
組
に
対
担
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

こ
の
広
域
連
合
制
度
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス

に
加
え
、
こ
の
地
域
全
体
の
地
峡
づ

く
り
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
、

さ
ら
に
は
、
地
域
が
抱
え
る
醒
題
の

研
究
江
ど
斬
た
屯
分
野
に
も
取
り
組

ん
で
い
く
-
、
と
が
で
き
ま
す
。

この配事!法、 上小8市町村(上田市 ・丸子町 ・星門町・東部町 田真園町 ・武石村 ・和田村・ 膏木村)と板織町の広報紙に縄線しています。
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7
人
が
栄
え
あ
る
受
章

合
合
合

政
府
は
、
平
車

9
年
秋
の
親
勲
畳
百

者
(
日
月

3
日
付
け
)
移
晶
重
し
ま
し

た
。
上
閉
市
で
は
、
白
の
7
人
の
か
た

が
萱
草
さ
れ
ま
し
た
(
敬
称
略
)
。

-
勲
四
等
旭
日
小
蝿
章

マ
角
張
昭
治
郎

(
叩
歳

・捕前胤
)
一
九
覇

潟
地
方
法
務
局
「
火

-
動
四
等
瑞
宝
章

マ
久
保
田
直
丈

(
花
歳

・
鼎
茸
)
元
上

小
地
方
前
中
暗
附
長

マ
斎
藤
轟
郎
完
成

-fウ
某
)
元
公

立
高
校
長

マ
萩
原
正
治

(
刊
蹴
・
車
問
)
元
上
田

市
議
会
議
且

-
働
問
亙
等
耳
光
担
日
章

マ
片
岡
晃
司

(叩
歳

・
五
加
)
元
会
計

倹
査
院
第
凶
局
上
一服
調
査
官
品
括
括
副

長マ
小
称
富
治
郎

〔
叩
措
北
常
国
)

一五
時
薬
剤
師
会
主
長

マ
峰
村
ム
宮
夫

(
百
歳

・
中
組
〕
元
長
野

併
谷
部
耕
打
訳

白
人
が
晴
れ
の
受
章

合
合
合

U
月
四
日
、
上
田
市
功
輸
事
長
霊
式

が
市
批
所
で
行
わ
れ
、
止
の
白
人
の
か

た
が
畳
幸
。
れ
ま
し
た
(
鞍
祢
略
主

な
油
単
を
記
載
可

-
自
治
功
輔

(5
人
)

マ
大
久
保
八
重
子

(
円
歳

-T
m田
)

マ
繭
下
司

(
印
歳
・
海
野
町
)

守
中
村
聾
晴

(
百
蹴
・
下
之
条
)

マ
堀
内
単

一
郎

(ね

歳

宜
宕
町
)

寸
宮
崎
嶋
至
邦

(
布
揖

・
新
屋
)

-
教
育
・
文
化
功
績

(行
人
)

マ
石
塚
智
す

(
曲
歳

・
新
屋
)

マ
縮
図
賓

一
郎

(
田
歳

・
御
所
)

マ
内
堀
晶
子

(
百
歳

・
下
努
山
)

マ
太
図
は
る
江

(
印
歳

・
諏
訪
可
乙

マ
小
替
十
置

〔
円
蔵

-T川
田
)

マ
塩
湾
貞
雄

〔
凹
歳

・
舟

Z

V
塩
湾
省
三

(
引
歳
中
古
凶
)

マ
清
水
皐

一
(
円
棋
齢
子
U

マ
賓
室
星
回

(
町
商
・
霊
宕
町
)

年
末
は
混
雑
し
ま
す

登
記
申
請
お
早
め
に

••• 
登
記
事
務
は
年
末
に
な
る
と
急
増

し
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ロ
月

附
四
日
山
田
(
年
内
の
事
務
終
了
日
)
間

近
に
提
出
さ
れ
た
畳
記
申
請
は
、
年

内
に
処
理
で
き
な
い
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
の
で
、
年
内
田
処
理
を
希
望

r 

マ
間
mm
み
よ

(
円
歳
・
大
手
町
)

マ
松
崎
功

(叩
歳

上

聞
EV

マ
三
原
宜
俊

(
田
蹴
・
中
之
条
)

マ
宮
川
美

一
(
日
曲
・
新
町
)

マ
宮
況
文
雄

(刷
版
・
舞
凶
)

マ
茂
木
文
雄

(
田
俊
・
上
川
原
柳
町
)

7
山
崎
二
郎

〔
制
歳

・
新
聞
)

守
山
逼
賢
郎

(
臼
歳

・
ノ
人
碑
林
)

-
社
会
功
掴

(9
人
)

マ
斉
瞳
冗
康

(田
歳

・
下
帝
求
)

マ
佐
伯
け
さ
代

(
円
歳
・
大
手
前
)

マ
国
中
文
字

(
臼
歳
三
野
町
〕

マ
申
書
正
乎

(
刷
韓

・
川
辺
町
)

マ
中
海
み
ち
子

(
出
棺
・
本
町
)

マ
野
一
冗
成

一
(
百
歳

・
中
村
)

マ
花
形
は
る
子

門町内放
・
ひ
か
り
)

マ
林
鈴
雄

(η
蒔
・
大
三
時
)

マ
宮
湾
新

(引
絞
・
西
前
山
)

-
産
業
功
蝿

(引
人
)

Z
量

活

{
田
桂

・
御
所
)

マ
秋
山
寛
治

(
昭
雄
・
鍛
高
町
)

マ
岩
国
英
ニ

ハ
町
歳

・
三
百
一
町
)

マ
臼
困
量

一
(
叩
蹴

・
上
常
国
)

マ
浦
野
弘

〈
日
成

・
三
好
町
)

マ
大
久
保
岨
嶋
晃

(
叩
歳

・
大
屋
)

マ
尾
崎
雅
人

(
曲
揖

・上
菅
木
)

さ
れ
る
か
た
は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

マ
問
い
合
わ
せ

長
野
地
方
法
務
局

上
倒
支
局
倫

8

2
0
0
1)

ト
イ
レ
の
く
み
取
り

年
末
年
始
は
お
休
み

ω ・
ま 12・
で月 ・
は 30
、日

トω
イか
レら
の来
く年
み 1
取月
り 4
1世田

マ
佐
山
喜
入

〔
白
旗

・
中
野
)

マ
加
藤
荘
次
郎

(
刊
歳
・
新
田
)

マ
金
子
巴
四
郎

(
剖
成
・
上
本
理

寸
近
藤
欣
次

(
町
歳
・
新
国
)

マ
酒
井
署
良

(
印
捷

・
御
所
)

マ
佐
藤
八
量

(
回
融
・
上
塩

5

7
佐
麗
圭
司

(
印
誼
・

北
常
用
〉

マ
聞
政
男

〈
百
歳

・
大
手
甫
)

マ
祢
武

(刊川歳

・
平
井
主
守
)

マ
平
図
和
維

(
出
揖
・
下
之
総
)

マ
宮
崎
善
次
郎

(
曲
歳

・
小
泉
)

マ
望
月
重
利

(
位
歳
・
輔
が
丘
北
)

マ
山
両

一
睡

(
砧
歳
・
山
口
)

マ
和
白
万
三

(
回
続
・
五
加
担

務
が
休
み
と
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

特
に
、
年
末
は
く
み
取
り
由
依
頼

が
集
中
し
ま
す
。
く
み
取
り
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
早
め
に
業
者
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
余
裕
の
あ
る
か
た
は
休
み

明
げ
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
固

@
5
1
2
0)
 

11月198に行われたよ田市功繍者表彰式

(市役所 6階大会識室)

市
職
員

[助
産
婦
]

募
集
し
ま
す

マ
職
種

助
産
婦

マ
揮
用
人

員

若

干

名

マ
必
要
・
覇

①

畳
験
申
込
容
(
総
務
課
に
あ
り
ま

す
)
②
履
歴
轡

(総
輯
離
に
あ

り
ま
す
)
③
最
終
学
校
成
融
証

明
轡
④
髄
康
器
断
轡
(
公
立
医

療
機
関
で
畳
urか
し
た
も
の
)
⑤

助
産
婦
の
免
許
証
の
写
し
ま
た
は

修
了

(
卒
輩
)
見
込
証
明
書

⑥

田
円
切
手
指
付
の
白
二
重
封
間

(
合
吾
連
絡
用
。
あ
て
名
を
記
入
)

マ
呈
韓
申
込
書
の
配
付

四
月

1
8聞
か

ら

マ
由
申
込
期
間

ロ

月
1
日
開
か
ら
四
月
四
日
幽
ま
で

に
市
役
所
本
庁
舎
3
階
・
総
務
課

へ
市
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

マ

問
い
合
わ
せ

輯
輯
哩

(困

1
2

0
4
)
 

.市職員 [助産婦]募集要項

-E彊| 応事責裕 | 科目 | 繍婆

次のいず別にも舷当l い 温考自衛

する人 | ド翠考目 1月"B凶

占昭和32年 4月2日| ド 受付開始

以降に生まれた人! 面接 L，，，. 午仰即時
l 旧 選..開始

Z動産婦の免許を有 l'- 午前9時

する人(平成10年[作文 H 志選考に応募で
3月上旬に行われ きない人

る予定の白家間|醐抽い!?f闘 を 有 し 伝
により、当骸免併1--'----1..‘

112地方公務員港第"
を取得する見込み 1'-.島各号のいずれか
の人を含むに伝当する人

助
産
婦

(
大
学
卒
業
程
度
)

【6J1 12. I1iIllラJfA'9

専門学校 t>肉容 (j)小児歯科を考える(1書簡 宮下歯科医院長 官下貞夫

t>問い合わ営 上回歯科衛生専門学校(中央1-6-2・crIL@55 8 2) 



依

拠

ち

ょ

う

緑

が

丘

西

田

中

村

清

高

峰

一一戸

市

西

川

正

人

中

組

師

八
舗
，A
ぢ
子

上

常

岡

引

.

宮

原

様

人

欄

沢

司

北

部

日

子

続

悶

η

西

沢

な

つ

子

附

田

酒

井

利

次

体

之

郷

剖

圃

師

ち

ゑ

神

畑

帥

関

岡

あ

や

子

柳

沢

叩

小

市

太

仲

笹

弁

η

馬

場

正

敏

上

常

闇

旬

ムエ
ロ池

純

情

野

翁

叩

叩

附

徳

則

金
井
曲
成
氏
自
舛
油
八

E
子

御

所

白

川
川
地
恵
袋

八

本

沢

田

耐

村

き

み

よ

下

之

条

河

一
目見

騰

江

危

升

舗

中
村
み

ゆ

き

昆

入

帥

刷

内

俊

郎

五

加

叩

且

立

勝

争

上

地

問

仇

田

平

塚

あ

き

子

み

す

ず

2
m
n

小

山

野

木

町

岨

新
村
し
の
い

芋
ず
克

制

清

水

は

る

子

仁

古

関

河

成

海
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市長および市議会議員の

あいさつ状は出すこ とができません
法作事により、di民および市議会議此などの公職にあ

る者Ii、市民の皆さんに甲賀状などの「あいさつ状」を

出すことができませんので、ご理解くださるよヲお願い

します。ただし、市民の皆さんからいただいたものに対

する01lによる答礼のものは除かれます。
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.クリスマスカード作成教室

.ゲーム大会
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ぐらひっくこんてすと

日本全国から寄せられてきた作
品の中からグラノプリを尭表。
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.ヲァンタジー共和国 (喫茶 ・軽量コーナー) [両日]
V主催 $t. Media Xrnas '97実行聾員会

マ共催 上悶市マルチメディア情線センタ

• 

長野オリンピ ッタ・ パラリンピ ック音楽ボランティア

第2@1コンサートin上回
1 2月 14日(日) 午後1時-4時

楽しいクリスマス音楽会をお届けします。
マ主催 M.V.S.C 

(長野オ 'Jノピック音楽ボランティアサボーターズクラプ)

県知'i:i)F上田市マルチメディア情報センター
!n:!hl官 〒386.12 よ国市下之郷リサーチパーク内 田語1凹O
Etま茸安 田⑬'1010・(URL)http: www.umic.ued~ 陥留醐 jp

12月18日同午後1時-3時 pと二ろ 上聞歯料衛生
母歯科衛生士のあり方を考える [>受傷料 10凹円

ーーー田園出冨・出.n.. 
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ま
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実施します/

上田保健所では皆さん白他躍増進のために次のとお

り 「健康増進クりニック」を実施します。

bとき 来年1月20日開午前8時45分~午後1時ま

で (受け付けは午前B時45分-9時) t内容 尿、

血液 (貧血)、血圧、心屯図、安行運動 05分)、栄華

診断 (宜生活〕、骨密度測定、体脂肪測定など b料

金 1380円 b対量 おおむね59歳以下 05人程

度) t申し込み・ 問い合わせ 上回保健所保健予防

諜 (II!ぬ7148)へ来年1月9日までにどうぞ。

「健康増進クリニック」• 
E臨 244

.骨健診 (骨密度測定)

健康推進課

お

.検診に関するアンケー卜謂査の結果より

8月初日出の健康づくり市民のつどいのときに検診

に関するアンケ トをお願いしましたところ書加者の

242人目かたからご回答いただきました。

「市が行っている横診をより受けやすくするために

はどのようにしたらよいと思いますか」という問いに、

下記白ような回答をいただきました。

2時間場所時間稽を考aする

2・場内で検飴を受切られるような

'暗aをす，

3い〈つかの検訟をいヲし手に受"ら
れるようにする

‘個人の通知や窓o.脇信と "の
方途をエヨ慢する

骨粗しょう症を予防するためにも、骨密度を醐って

自分白骨白状態を知ることは大切です。

骨密度健診は短時間で手軽にiUiI定できますので、

気軽にお畳けくださ L、。

Vとき ・ところ 来年2月3日ω市民会館、間4

日制市民会館、同5EI附川辺町会館(時間は午前

9時30分-ll時30分、午後1時-3時白附の指定する

時間) t対車 上田市民 (男女、年齢を問わず)

t事軍人数 200人 (申し込み多数の場合は抽選)

t費用 個人負担2000円 (70歳以上のかたなど

の減免はありません) t '*'し込み 往復はがきに、

住所 ・氏名 ・年齢 (生年月日) ・電話番号を明記 (返

信面の住所・氏名も忘れずに記入) し、12月19日幽

(当日消印有効)までに上田市位脱推進諜 (干386

上聞市大手 1-11-16)へo

5鱒近所で飼い食うように，る

s f{'1!障などE・E・1Mで・測に."
bれるようにする

7その他

この図のように、 3の 円、 くつかの検訟をいっしょ

に受けられるようにする」という回答を 1帯多くいた

だきましたロ

そこで、今年度から 2つ由検器が同時に受けられる

うようになった基本健康診査と大腸検訟を紹介します。

.病・匡院 (長野病院を除く)で大腸検陰が畳けられ

るようになったのをご存じですか?

今年度から基本健康話査といっ Lょに市内の病・医

院で大腸検診 (使潜血反応検査)が受けられるように

なりました。以前の基本健康診査畳診と足を運ぶ回数

は同じで、身近なかかりつけの縞 ・医院でいつでも気

軽に受けられるようになりました。ぜひ、日ごろの健

康づくりにお役立てくださL、
b呈給料 基本健康診査 10 0 0阿 (70歳以上のかた

など無料)、大腸検診400円 (大脇検診容器代とし

て全員)

なお、病・ 医院には，

出かけくださ L、。

また、 アンケー卜の結果については、今後世しずつ

報告していきたいと思います。ご協力ありがとうござ

L 、ま ~t，こ。

上回保健所では、事業所の皆さんの結政位脱器断を

行います。料金は無料です。

各市町村、事業所、施設などで定期検訟を畳けた場

合でも、3か月以上経過したかたは必ず受診して くだ

さL、。

t対象草種 飲食庖業、旅館業、理 ・美容葉、保有

国 ・幼稚闘の職只 bその他 ①検診の結果、異常の

あるかたのみ通知します。 喧妊娠しているかた、旺

娠したと盟、われるかたは、受診しないでく ださい。

③当日は、金属、プラスチックのある衣類はさけ、ポ

タノのない肌着かTンャ Yで畳診してくださL、。 t

問い合わせ 上田楳健所保健予防諜(直ゆ7148)

.結核健康診断 (胸部X線検診)

所

相染閤

塩図録子健康センタ午前10時-11時30分11月 88伺}

11月8日叩|午後1筒30分-2略30分|川商社会福祉センター

あらかじめ包括をしてからお

【B】12. 広書留ラ~/i'! 9

場

別所混泉

午前10時-11時

午後1時-3時

「司

午前10時-11略30分

-上図保健所実施分 (場所保健所内 2暗エックス韓宝)

間時

時

.横官会車実施分

11月3日剛

飲食底業 ・旅館業

飲食庖業・旅館業

理容業 ・美容業

日期

対象業者
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